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■イントロダクション 
・M＊-SFR平面上のMain Sequence(MS)が環境や形態に 
　どのように依存しているのかを調べた 
 
■サンプルと評価方法 
・この研究ではSFR, M＊, 環境を正確に見積もる必要がある 
・領域 
　‒ AEGIS, COSMOS, ECDFS, CDFN 
・SFR, M＊ 
　‒ Spitzer MIPS(24μm), Herschel PACS(100,160μm)の 
　　測光データをSED fitしてSFRIRを求めた 
　‒ MIPSとPACSで検出できた天体はMSの銀河のみ. それ以外 
　　の銀河も含めたSFRは別のSED fittingの手法で評価 
 
・環境 
　‒ X線観測によるmassive haloの検出+local density 
　　‒ group：massive halo あり 
　　‒ filament : massive halo なし & higher local density 
　　‒ field : それ以外 
・形態 
　‒ HST/ACSのカタログ(ACS-GC) 
　　galfitを使ってsingle Sérsic profileで評価 
 
 ・MSの定義 
　- Elbaz+07 (0.8 < z < 1.2), Noeske+07 (0.2 < z < 0.7),  
　　Peng+10 (0.02 < z < 0.085) から内挿 

■結果 
・Main Sequence 
　‒ 1010.4M☉でSFRの平均(黄)の傾きが減少している(Fig.4) 
　　‒この傾向は特に, z < 0.5で大きい 
 
 
 
 
 
・環境の影響 
　‒ 1010.4M☉以上ではどの環境でもMSからずれる(Fig.7) 
　　- z < 0.5では group galaxyが全体的にずれている 
　　- fieldとfilament-likeは同じずれ方をする 
 
 
 
 
・銀河形態のMSへの影響 
　‒ bulge dominated 赤)は, higher M＊でflat(Fig.9) 
　‒ higher M＊でbulge dominant(n＞2)が増大している 
　　(Fig.12) 
 
 
 
 
■議論 
・MSへの環境の影響は比較的 low-zで見られる 
　 
 
・MSのflatteningには環境の効果はあまり寄与していない 
　‒ 特に,z＞0.5では環境ごとの違いが非常に小さい 
　 
 
・bulge dominantな銀河による寄与が大きい 
　→ bulge  dominantになることによりディスクが安定し,  
　　星形成を引き起こす重力不安定性が生じにくくなる 
　　morphological quenchingが起きている？ 
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Fig.12 0.15<z<0.5 0.5<z<1.1 

濃色：IR detected, 薄色：SFR(SED) 
黒線：SFRピーク、黄線：SFR平均 


